[image: image1.jpg]


[image: image2.jpg]


[image: image3.jpg]


[image: image4.jpg]


[image: image5.jpg]


　
7月期　「渋谷クラフト倶楽部　自習講座」
平成２１年7月11日　１５：３０～１７：３０　　於：駒込芳賀工房　
「講座内容」　　　　　　　　　　　　　講師　山野順一朗
　Ⅰ　金属加工の話　
　　　➀　ドリルについて　②　ダイヤモンドやすりは鉄に弱い
　　　③　ネジの使い方　　④　糸鋸でスムーズに切るには・・・　
Ⅱ　１／８０でのペンキのひび割れ表現
Ⅲ　スレート波板（屋根用）の手抜き工法
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「山野順一朗氏」プロフィール
生息：都内在住
性別：男性
性格：ちょっとエッチ
　某自動車メーカーの技術開発に携わり、そこで培った豊富な経験と持ち前の感性を幅広く発揮、高度な技術と洗練されたセンスで作り上げた造形作品は、各雑誌等に掲載され、専門家からも高い評価を得ている。特に「スレート張りの機関庫」や「跨線橋」など肉眼では見過ごしてしまう様な小さなひび割れ、それに付着している微かな粉塵まで表現した作品は他に譲れない絶賛の逸品である。
今誌の掲載内容は、「師」が手書きの説明資料をそのまま全て取り込み　僅かな駄文を加え研修画像を載せたものである。
「師」の思惑や意気込みがお伝え出来るかどうか・・・。
Ⅰ、金属加工の話
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造形の匠たちが最も大切にしている使い慣れた工具類は、作業過程で破損　故障などと常に遭遇する。メーカーも修理修復については説明マニュアルもないが、誰でも復元可能なその手法を、また　これまで気付かなかった工具の特性を生かした使い方など　工具の手入れから取り扱い方まで授かった。
➀　ドリルについて
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　＊ドリルの基本
　
ドリルが材料を削っているのは　回転方向に向かっている刃である。
これはドリルに限らず、ほぼ全ての金属加工（旋盤やフライスも）はこのようになっている。
　　＊溝の仕事
・溝の役割は　切りくずを出す。切りくずは加工の熱も持ち出してくれる。
（木工でも）ドリルの摩耗の最大の原因は熱なので　切りくずが詰まるようならドリルを上下して切りくずをこまめに取り出す事である。
・切削油（または水）はドリルの先端まで行き渡るようにする
・ドリルで刺して削ったあと　それを抜くときは　逆回転で抜いてはいけない。ドリルの溝の形は逆回転には弱い　正回転のままゆっくりと抜く。
・再研磨して長く使えるようにしておく事。
　　＊切削条件（ＨＳＳ：high speed steelの場合）
・回転数（外周のスピード）は２０ｍ／分に成るようにする。
	径ｍｍ
	計算式
	回転数

	　２
	２０ｍ／径×３，１４
	３１８４rpm

	　１
	　　　　〃
	６３６９rpm

	０，５
	　　　　〃
	１２７４０rpm

	０，３
	　　　　〃
	２１２３０rpm


　・送り（上下方向）も早めに。慎重になり過ぎると　加工硬化面をこする事に成り逆効果となるから注意
　・刃先を見て判断する。刃の先端が減る場合は回転不足、外周が減る場合は回転し過ぎである。
　　　＊再研磨　
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ドリルは刃先が折れてしまうと大凡の方が捨ててしまいますが、鉛筆のように削って最後まで使えます。
グラインダー（砥石）により何回も研磨していく　回転は手前に回し、必ず保護眼鏡を着用し作業する事。
　・包丁研ぎの様に鋭くする必要はない
　・中心の位置もだいたいで良い。（新品のドリルは意図的に芯を０，０２ｍｍ位ずらしている）
　・刃先の角度は基本的に２２°位、４５°にすると面取りドリルにもなる。
参考：７月１２日付けSCC情報渡辺君からの「ドリル情報と真鍮情報」を参照されたい。
②ダイヤモンドヤスリは鉄（だけ）に弱い
ダイヤモンドヤスリはヤスリ部分に強力なダイヤモンド砥粒が電着されているため　力を入れなくても砥ぎたい部分をなぞるだけで、どんな刃ものでも鋭い切れ味が復活するので　一般的に用いられている。
　主にセラミック，超硬金属、焼入鋼など高硬度材料に使い　なぜか鉄には弱いと云う。理由はダイヤモンドの元素は炭素で　鉄も炭素を多く含んでいるからではないかと・・・ヒジヨウ～に　ムズカシィ～話・・。
参考：７月１２日付けSCC情報渡辺君からの「ヤスリの目詰まりについて」参照されたい。
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③　ネジの使い方（木ネジとは話は別）
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　＊ネジの原理
ネジとは　ボルトの軸（ℓ）の部分の伸びの力（スプリング力）で上下を挟みこむもの。
よって、（ℓ）の部分が充分伸び縮みが出来るように、　ℓ≧ｄ　位は必要である
＊ネジの取り付け方
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　　ダメな取り付け　　　　　　　　　　正しい取り付け
　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　⇒
（ダブルナット）　　　　　　（ワッシャーをかませる）
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ダメな取り付け　　　　　　　　　正しい取り付け
　又は　
⇒
（薄盤を止める場合）　　　（ワッシャーをかませるまたは入り口は大きめの穴にしてネジを切らない）
④　糸ノコでスムーズに切るには
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　糸ノコの扱い方は　鋸の刃がいつも２本以上
必ず加工物に当たっている様にする事。
１本しか当たっていないと　加工物の衝撃が大き
くビビる事になる。
Ⅱ　１／８０でペンキのひび割れ表現
　模型製作で最も重要な事はウエザリングである　建物や鉄骨にペンキを塗り
付けた儘では全く新品と同じになってしまう、風化の風情が無ければならない。
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その塗装技法のひとつである　Crackling Medium を使った方法を授かった。
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　以前　相澤さんに教わったやり方だそうです。Crackling Mediumとその上にアクリル塗料を薄く塗ることでひび割れが小さくなります。また上塗りの筆運びでもヒビの形が違ってきます。ただしスケール通りに小さくしたらヒビが見えなくなってしまう。
➀下地を黒く塗る
　オイルスティンでも黒染め液でも良いヒビが割れた時に見える色である
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②　DecoArt Weathered Wood`Crackling Medium`を塗る　この時、筆で横筋や縦筋、渦巻き状また濃淡つけて厚く薄くなどいろいろな方法で試し塗りして見る。
③トールペイント用アクリル塗料を塗る
塗料は好みの色を配合して　薄乾いた表面に塗る　塗り終わったらドライヤー等で乾かす
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終わって　暫くすると素晴らしいひび割れが現れた　横塗り縦塗り厚塗り等の区別が割れ目に良く表れているのが解る。　カンゲキ！
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Ⅲ　スレート波板（屋根用）の手抜き工法
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「今は山中今は浜」「なんだ坂こんな坂」「鉄橋だ楽しいな」等など、車窓から長閑な風景を眺めているとやがて民家が建てこんでくる頃、白いスレートで覆われた長いプラットホームの屋根や脇に建つ機関庫が現れる　停車場と云う駅である。鉄道の旅は必ずこの様な風景がどこにでも見られた。あの何とも言えない「くすんだ色」だった。今ではスレート材は殆ど無くなり派手なカラーのトタン板に変わってしまった。
今回、スレート板について「師」が築いてきた精巧な技法をあますところなく授かった。これまでの工法は・・・。
➀エコーの真鍮板を切る
②エッチング液に浸けて薄くする
③黒染め
④ラッカー（白＋灰＋タン）を吹付け
⑤裏面をキサゲ刷毛で磨く　　　　⑥千枚通しでボルトナットの孔を開ける
⑦モデリングペーストを黒く着色した物を裏から塗り、孔からニョロッと出たところを乾燥後にカットする
⑧水（洗剤少々入り）を吹き付ける
⑨エコーのルーフィングサンドをふりかける
⑩つや消しクリヤーを吹いてルーフィグサンドを固定する。
新工法では・・・。
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③の黒染めと⑤の作業はやめ、変わりに後で塗る塗料が剥離しないようにプリマーを塗る　その後ラッカーを塗る　エッチングのまだら模様が隠れるまで厚く塗る事。
· ボルトナットの孔開け治具を作った。
[image: image35.jpg]


これまでは　千枚通しで小さい孔を開けていたが、治具に等間隔で孔を
開け、細い縫い針で刺す事にした
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　＊⑧⑨⑩はやめて　ジエイズのスエード調スプレーのマットブラックを軽く吹く　ほんの少々である　吹き加減は何回か練習した方が良い。

　流石、名人は治具の作成から始める。「師」も数々の治具を作成している　　
　が　今回は網戸の網に完成したスレート波板を一枚々々両面テープで貼り付けスエードの吹きかけが均等に着くように遠くからかけていた。
＊最後に波板を（屋根）に貼るとき　波板の角の隠れるところを切り落とし重なり部分が厚くならないようにする　佐野さんからの直伝だそうです。
　整然と並べられたスレートは色の斑も無く長年風化された風情を醸し出し、特にスエードで付した細かい埃までもが鮮やかに浮き出ていて素晴らしい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
倶楽部会員１５名が集い　山野講師の卓越した技に見惚れ、また解り易く実技まで披露して頂き感謝感激しまいました。
長時間に亘り、本当に有難うございました。

本日のおまけ
極小ミニチュア製作の大家、我ら
の渡辺格君が　新作を御披露して
くれました。７ｍｍ程のカメラで
ガラスのレンズも付いて居ますヨ。
